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成果の概要/小林淳平 

研究背景および目的 

 タンザニアは世界で 5 番目に森林面積を減少させている国であり、持続可能な森林資源

の利用が急務となっている。森林減少の背景には、急速に進む都市化にともなう、中間所得

層による木材需要の拡大がある。現状では、国内消費される木材の 3 割は違法伐採や輸入に

依存しており、木材を国内で自給できていない。タンザニアにおける森林資源に関する研究

では、都市部の暮らしを支える木材の供給は天然資源に依存しているため、その持続性が指

摘されてきた(Wells J & Wall D, 2005)。持続的な資源利用の方策として、木材用樹種の植林

が考えられるが、収穫までの時間のかかる植林は、小農が樹木を畑に組み込むインセンティ

ブを欠いてきたのである(Jha et al., 2021)。東アーク山脈の違法伐採について調査した

Schaafsmaらは、木材需要の高まりによって天然木が希少化し、軽軟なマツ材やその他の樹

種へと代替すると予想したものの(Schaafsma et al., 2014)、その後の展開は未だ報告されてい

ない。 

 報告者は、2018年と 2019 年に実施した現地調査から、タンザニアの東アーク山脈の農村

において、2010年代からセンダン科の外来樹セドロ（Cedrela odorata）が木材として生産さ

れており、地方都市では天然木の代替材として流通していることに注目して研究を続けて

きた。こうした天然木の代替材となるセドロ材の生産は、2010 年代にはじまったばかりで、

その持続性については明らかになっていない。そこで、本調査では、この林業の生産・流通・

消費に着目し、それをサプライチェーンとして捉えることで、この林業の実態を多方面から

検討することを目的とした。 

研究成果 

 本調査は、2024 年 4 月 8 日～2024 年 7 月 8 日の 92 日間かけてタンザニア・タンガ州ム

ヘザ県の農村で実施した。主な調査方法は参与観察および聞き取り調査である。 

◯結果 1：樹齢 10 年を超えるセドロの個体は農村には残っておらず、ほとんどが収穫期

に満たない小径木であった。 

 タンザニア・タンガ州ムヘザ県に位置する東ウサンバラ山では、農家がセンダン科の外来

樹 Cedrela odorata（セドロ）を販売用に植栽している。調査対象である 23世帯のうち、土

地を持つ全ての世帯がセドロを植林していた。23 世帯が植林するセドロ本数は、世帯によ

ってばらつきがあり、最小で１本、最大で 174 本だった。世帯あたりの平均値は 59.7 本、

中央値は 36 本だった。また、1ha あたりの本数は 30.1 本だった。23 世帯が所有する 1,423

本のセドロ立木の胸高直径（DBH）の平均値は 15.9cm、中央値は 13.1cm だった。木材とし

て伐採・製材されるセドロの大きさは、場合によって異なるが、参与観察した伐採された 28



本のセドロの DBH の平均値は 34.5cm、中央値は 36.7cm であった。畑に植栽されるセドロ

で 35.0cmに達している個体は 10％以下であった。 

23 世帯が所有するセドロのうち、所有者が植栽した年を把握している個体 233 本を対象

に、DBH の計測と樹齢の聞き取りを実施した。その結果、以下のことがわかった。 

1. セドロは若年期（樹齢 2～5 年）に急速に成長し、その後、成長速度は緩やかになる。 

2. 樹齢 15 年以上の立木を所有する世帯はほとんどいなかった。 

3. 個体差によって成長の度合いが大きく異なっていた。 

4. セドロが伐採期（DBH=30cm）を迎えるまで、植え付けから 12-15年ほどかかる。 

以上のことから、農村で植林されるセドロのほとんどが若木（樹齢 1～9 年、DBH=25cm 以

下）であることが明らかになった。 

◯結果②：仲買人は胸高直径（DBH）が 35cmを超える個体の買付価格を一律としている

ため、農家が立木をそれ以上大きく育てるインセンティブが働いていなかった。 

 農家が育てたセドロの立木を選定するのはブローカー（スワヒリ語：msimamizi）の仕事

である。ブローカーは、主に都市部の材木商の買付業務を請け負う。具体的には立木の購入、

木こり・木材運搬人・輸送車両の手配、政府への伐採申請などであるが、その業務量は人に

よって濃淡がある。材木商の信頼を得られているブローカーは、すべての業務を請け負うが、

そうでなければ一部をブローカーが手掛け、都市部から材木商が直接手配にくることもあ

る。 

 農村でのブローカーの立木買取価格はセドロ 1 本あたり 5,000～30,000Tsh であり、胸高

直径 35cm 以上の個体は、価格の上限が 30,000Tsh だった。いっぽう、都市部での木材買取

価格は 1ft あたり 1,500Tsh と単価が決まっており、立木 1本分の木材価格は胸高断面積に比

例して大きくなった。つまり、材木商は胸高断面積の大きい立木ほど、高い収益を得ていた。

そして、大きい立木であるほど材木商は高い収益をあげられるにも関わらず、農村での立木

の買取価格は 30,000Tshを上限としていることから、農家が立木を大きく育てるインセンテ

ィブが働かない仕組みになっていた。 

◯結果③：セドロの製材は DBH30cm を境に効率が上がっていた。 

 セドロは主にチェーンソーを使って製材される。参与観察した 28 本の伐採イベントのう

ち、DBH30cm を境に製材効率が上がっていた。例えば、ブローカーTが 15,000TSH で購入

した DBH＝28cm のセドロは、都市部で 27,000Tsh で販売されるため、粗利は 12,000Tsh と

なる。いっぽう、T が 30,000Tsh で購入した DBH＝47cm のセドロの都市販売価格は

268,500Tsh であり、粗利は 238,500Tshであった。つまり、大径木のほうがブローカー・材木

商にとって多くの木材を収穫収穫できるため、粗利益も大きくなっていた。 

結果①～③をふまえると、以下のようにまとめることができる。 

 タンザニアムヘザ県では、セドロの大きい立木は切り尽くされてしまい、今では小径木が

伐採の対象になっていた。その要因としては、農家がブローカーから大径木の価格を安く買

い叩かれていたことにより、農家がセドロを大きく育てるインセンティブを失ってしまっ



たことがある。これにより、安価な小径木を短いサイクルで販売する生産体制が確立される

ようになったと考えられる。ただし、小径木は木材の生産効率が悪いため、より多くの立木

が必要になり、結果として材木商の利潤にも影響を与えていることが示唆された。 

 

本助成なくして、本研究の進展はなかった。ここに御礼を申し上げたい。 
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